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音楽科教員養成における知と体験の新たな構築を目指して1千

- ｢フィール ドインターンシップ型授業｣及び ｢ゲーミングシミュレーション型授業｣の実践 一

佐川 馨 ･桂 博幸*

秋田大学教育文化学部

音楽科教員養成においては,理論と実践の有機的な関連を図り,教員の専門職化の促進

に資するための方策を探ることが喫緊の課題である.そのため本研究では,その解決の糸

口を本学の平成15年度及び18年度の ｢特色ある大学教育支援プログラム｣の取組みである

｢フィールドインターンシップ型授業｣と ｢ゲーミングシミュレーション型授業｣に求め

た.フィールドインターンシップとは,フィールドワークとインタ-ンシップからなる造

語であり,フィールドインターンシップ型授業は,地域観察型学外実習や地域社会での現

場研修を含む活動を通して大学教育における ｢知｣と学外における ｢体験｣を再構築し,

その成果を地域社会に還元しようとする試みである.ゲーミングシミュレーション型授業

は,教室内における授業改善を図る試みとして体験的な活動を行うものである.これらの

趣旨に基づき,佐川が部活動指導体験や鑑賞教室の実施による学外実習を取り入れた授業

実践を試みた.一方,桂は西馬音内盆踊りの実技体験を中心にした授業実践を試みた.本

稿では,音楽科教員養成における知と体験の新たな構築の試みとして取り組んだ,これら

の実践の概要と,参加した学生の活動記録及び成果を報告した.

キ-ワード:音楽科教員養成,フィールドインターンシップ型授業,ゲーミングシミュレー

ション型授業

1. はじめに

周知のように,平成18年7月の中央教育審議会に

おいて 『今後の教員養成 ･免許制度の在り方につい

て2』が答申された.答申では,教員養成における

専門職大学院の在り方,教員免許更新制の導入が改

革の大きな柱であるとしているが,中でも質の高い

教員を養成するための ｢大学における教員養成の重

要性｣が改めて指摘されている.そこでは,これま

での教職課程が果たしてきた ｢質の高い教員養成や

戦後の我が国の学校教育の普及 ･充実,社会の発展

等3｣についての貢献を認める一方で,以下のこと
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を問題点として挙げている.

①学生に身に付けさせるべき最小限必要な資質能力

についての理解が必ずしも十分ではないこと

②専門職業人たる教員の養成を目的とするという認

識が教員間で共有されておらず,科目間の内容の

整合性 ･連続性などが不十分であること

③講義中心で専門性に偏った授業内容のため,実践

的指導力の育成に結び付かず,学校現場が抱える

諸課題に対応していないこと

学校教育をめぐる今日的課題に適切に対応してい

くためには,まず教員養成課程における大学教員の

意識改革と積極的な授業改善が求められているので

ある.

さて,我が国の音楽科教員養成は,明治12(1879)

年の伊滞修二らによる音楽取調掛の設置によって始

まり,師範学校を経て,第二次大戦後の新制大学へ
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と受け継がれてきた.そして,昭和42(1967)年に

は東京学芸大学に研究能力の高い音楽教師を養成す

るための大学院教育学研究科が開設され,その後,

教員養成系大学における大学院の設置が全国的に進

んだことは,音楽科教員養成の研究面の質的な転換

を促がし,転機をもたらしたとされている4.

しかし研究面が発展する一方で,実践については

前述の答申における問題点の指摘のかなり多くの部

分があてはまるように思える.ピアノや声楽などの

実技が主体となる音楽科教員養成においては,教員

養成とはなっていても,音楽大学における専門性の

追究を主眼に置いた授業内容や授業方法がそのまま

持ち込まれることが多い,それは,実技の向上を重

視する傾向にある音楽科教員志望の学生にとっては

ニーズに適したものとなるが,｢専門職業人たる教

員の養成｣に円滑に繋がるものといえるであろうか.

その背景には明治5(1872)年の学制の発布によっ

て始まった我が国の音楽教育に特有の問題があるだ

ろう.前述の伊揮修二らによる音楽取調掛は,東西

両用の音楽を折衷して適当な新曲を制定すべき,と

いう趣旨の下に唱歌教育を推進し国楽育成に遠進し

たが,和は雅楽のみが重視され,わらべうたや民謡

などのその他の日本の音楽は俗楽として切り捨てら

れ,わずかに西洋の旋律を折衷するにとどまること

となった.音楽取調掛はその後,東京音楽学校とし

て改編され,西洋音楽の専門教育と教員養成を担う

こととなったが,以来,日本の音楽教育は,音楽と

いえば ｢洋楽｣,すなわちヨーロッパ文化圏の伝統

を受け継いだ様式や音組織による音楽という状況に

なったのである.

西洋音楽を急速に吸収しようとする試みは,短期

間で西洋音楽を根付かせる一方で,様々な弊害を生

み出してきたのである.このことについて降谷5は,

我が国の音楽教育の抱える根本的な課題は,第 1に

は,音楽をめぐる歴史的背景,音楽観,音楽研究の

変遷を捨象して吸収してきたこと,第2には,西洋

では統一的に捉えられてきた学問,芸術,音楽を切

り離し,模倣を中心として吸収してきたこと,第3

には,地域拍,時代的に狭い範囲のものを対象とし

て取り扱ってきたこと,その結果として第 4には,

一般音楽教育の中心的な内容は西洋音楽となり,教

育の場では非系統的に日本の伝統音楽を取り扱って

いることとしている.

これらの問題点は,教員養成の場においても同様
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である.『教育職員免許法』(以下 ｢免許法｣)のカ
リキュラムや必修の単位数などは,時代の要請や学

習指導要領に合わせて改訂されてきたが6,大学の

教員養成における実質的な対応は,学校現場におけ

る学習指導要領の改訂や各種答申を受けての改革に

較べ,その速度が遅いことは容易に推察されるであ

ろう.すなわち,免許法の改訂はされても,西洋と

いう狭い地域の音楽を取り扱い,その技能を磨くこ

とを主眼とする音楽科教員養成からの転換はされに

くい状況にあるといえよう.

そのような状況について,音楽科教員養成にあた

る側の立場からも反省と批判の声が上がっている.

たとえば森脇了は,教員養成の大学 ･学部の問題の

一つとして次のような厳しい指摘をしている.

教員養成の大学 ･学部の音楽教育が,もしこう

した音楽美構成8の中だけで終わっているとすれ

ば,それは教員の養成にまでは達していないこと

になり,その大学 ･学部で作られた教員は,普通

教育を担当する能力に欠けていることになる.つ

まり大学 ･学部の教官がそうした大学の目的に添

わない専門の教育をしたことになる.

森脇の論考は昭和54(1979)年に書かれたもので

あるが,20余年を経て幾分かの改善は見込まれるも

のの,果たして教員側の意識の変革と実践の改善は

なされたであろうか9.

佐野10は,前述の答申や森脇の指摘と同様に,大

学側の ｢『専門職』としての音楽科教員を育成する

という課題意識の薄さ11｣が音楽科教員養成の大き

な問題であるとし,その一例として ｢音楽科におけ

る教員養成研究は,量的にも質的にも驚くほど不足

している12｣と指摘している.その上で ｢学問的な

研究及び理論と,教育的実践の 『交流』の実現｣が

専門職化を促進する鍵であるとしている.

これらの論考を踏まえれば,音楽科教員養成にお

いては,これまでの実技の向上に片寄った授業内容

からの転換とともに,佐野の指摘する専門職化の促

進に資するための ｢学問的な研究及び理論と,教育

的実践の 『交流』の実現13｣の場を量的にも質的に

も充実させていくことが喫緊の課題といえよう.

そのために本研究では,解決の糸口を本学の平成

15年度 ｢特色ある大学教育支援プログラム｣の取組

みの一つである ｢フィールドインターンシップ (覗
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場体験)型授業｣及び18年度の ｢特色ある大学教育

支援プログラム｣の取組みの一つである ｢ゲーミン

グシミュレーション (実技体験)型授業｣に求めた.

フィールドインターンシップとは,フィールドワー

クとインターンシップからなる造語で,フィールド

インターンシップ型授業とは,地域観察型学外実習

や地域社会での現場研修など,学外での現場体験を

重視する取組みである14.-万,ゲーミングシュミ

レーション型授業は,教室内における授業改善を図

る試みであり,シミュレーション,ロールプレイン

グ,ゲームなどの体験的な活動を行うものである15.

いずれの取組みも知識と体験を一体化する学習展開

によって学生の問題解決能力や主体性を育成しよう

とする試みである.

筆者らは,これらの試みを前述の音楽科教員養成

における問題の解決に資するものと捉えた.すなわ

ち,これまでの実技の向上を主眼とした取組みと教

育実践的授業の有機的な関連を図ることによって

｢知｣と ｢体験｣の再構築が促がされ,それによっ

て専門職としての音楽科教員養成に資することがで

きると考えた.

以上の考えに基づき,佐川が学校教育課程選修共

通科目 ｢教育実地研究｣において学外実習を取り入

れた授業実践を試みた.一方,桂は課程共通科目

｢総合演習｣において西馬音内盆踊りの実技体験を

中心にした授業を実践した.

本稿では,音楽科教員養成における知と体験の新

たな構築の試みとして,これらの実践の概要と,秦

加した学生の活動記録及び成果と実践の意義を報告

する.

2. ｢教育実地研究｣におけるフィール ドインター

ンシップ型授業の実践

2.1 ｢教育実地研究｣の概要

｢教育実地研究｣は,公立学校を訪問し,①授業

観察,②部活動指導体験,③音楽鑑賞教室,の三つ

の活動を通して教科教育の実践的指導力を体験的に

身に付けることを目的とした授業である.

特筆すべき点は第1に,授業観察が体裁の整えら

れた研究授業ではなく,公立学校の日常的な取り組

みを観察できることである.

第 2に,教育実習では体験することが難しい部活

動指導体験を行うことにより,音楽科教員養成にか

かわる補完的な実習プログラムになることである.

第30号 2008年

そして第3に,音楽鑑賞教室の企画 ･実施を学生

自身の手で行うことである.

この試みは,学内において学んだ音楽教育学,普

楽学,作曲法等の理論的学習とピアノや声楽等の技

能的学習によって得られた成果を統合して用いる場

となり,それらの学習成果の融合によって ｢音楽科

教員としての実践的指導力｣が身に付いていくもの

と考える.特に音楽鑑賞教室の企画実施は,学校音

楽のみならず地域の社会教育等における指導力をも

育成できる可能性を持ち,地域の音楽文化向上のリー

ダー的存在となる資質を養うことが期待できるもの

である.

2.2 授業プロセス

授業のプロセスは図1のとおりである.

図 1 授業プロセス

オリエンテーションでは開講の趣旨,授業目標,

学習計画,評価とともに教員から対象校の候補を提

示する.対象校の仮決定の後に,担当教員への打診

をし,教頭への口頭での説明と了解を得た後に,所

管の教育委員会を経由して学校長宛の文書で依頼す

るという流れをとった.

2.3 部活動指導体験

部活動指導体験は,音楽科担当教員の重要な仕事

の一つである部活動を,教える側の立場から捉え実

践しようとしたものである.参加学生には音楽系の
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部活動で活動した経験を持っ者もいるが,多くは教

える側の立場を経験することは初めてである.

実施校は平成18,19年度16とも秋田大学教育文化

学部附属小学校の吹奏楽部,合唱部であった.実施

は5月16日から6月6日までの毎火曜日16:00-17:30

の計4回である.実施にあたっては,参加学生の音

楽経験に基づき,合喝部,吹奏楽部に振り分け,ま

た,協力校の顧問との事前打ち合わせにより,指導

にあたって配慮すべきこと,指導内容などについて

協議し,活動が円滑に進められるよう支援した.

対象が小学生であったため,｢能力の差のある子

どもたちがいるグループの中で同じことを教えなけ

ればいけないということは難しいと強く感じた (B,

6/6)｣｢自分の意図を相手に伝えることの難 しさを

今日改めて感 じた (C,6/6)｣｢小学生を相手にど

こまで教えるべきかが難 しい (D,5/16)｣など,

教えることの難しさを体験を通 して学んだことがわ

かる.しかし一方では,｢言葉をあてはめたところ,

子供も興味がわいたようで,進んで新しいリズムに

取り組むようになった (E,5/16)｣など,学生自

身が子どもの変容を捉え,その上で工夫した手立て

による成果を確認できた例もみられるなど,学内に
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おける授業だけでは成し得ない成果を生んだことが

分かる (表 1).

2.4 授業観察と音楽鑑賞教室

授業観察と音楽鑑賞教室は平成18年9月12日から

13日にかけて行った.実施校と観察授業の題材名等

は下記のとおりである.

能代市立常盤小中学校

校長 藤田 良博

音楽担当 宮腰美喜子(小),平津 寿枝(中)

授業者と題材名

宮腰美喜子(小)

題材名 ｢ふしのとくちょうを感じ取ろう｣

平常 寿枝(中)

題材名 ｢私たちのフェニックスを羽ばたかせよう｣

八峰町立八森中学校

校長 佐藤 重夫

音楽担当 山木 亮

授業者と題材名

山木 亮

題材名 ｢リコーダーの導入｣
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表 1 部活動指導体験の活動記録

A5/16 腹式呼吸について指導したが,すぐに出来るようになるのは難しいので,継続して取り組むよう指導した.指導の途中で子供

が飽きてしまった.小学生向けの指導を考えなくてはいけない.

5/23 ス-ザのマーチを指導した.それぞれバラバラなので,周りの音を聴いて吹くようにアドバイスしたら昔がまとまった.前回
の呼吸の練習のせいか吹き方が逆に悪くなってしましつた.子供たちは慣れて明るく元気に取り組んでくれた.

5/30 『世界に一つだけの花』を指導した.ずつと同じ調子で吹いていたのでメロディーと伴奏部分を吹き分けるように指導した.やはりどのように集中させるかということが課題である.新しいことをやりながらも確実に身に付くようにしようと思つたが,うまくいか
なかった.

6/6 分奏をし,周りの昔をよく聴くように指導した.全体合奏では突然の指揮でとても緊張した.自分の納得するような指揮は半
分もできなかったが,やってみてよかつた.

B【5/16 フルート 技術的に高い子供ばかりで,進め方もパ-トリーダーを中心に積極的に取り組んでいた.フルートをはじめてまもない子がい

たが,その子に配慮したアドバイス,進め方ができなかった.次回の課題である.個人的に練習する時間をつくり,一対一で
アドバイスできる場を設けたい.私は吹奏楽のまったくの初心者なので自分の無知を思い知らされた.

5/23 フルート 今日はじっくり時間をとって教えることができたので,初心者のA子にもゆっくり教えることができた.今まで出なかった低い昔が出るようになってうれしそうに笑っていた姿をみて,私もうれしくなった.今日だけでは教えきれなかったことは,
来週,指使いのプリントを持っていこうと思う.

5/30 フルート 先週やつた下行形の復習を簡単にした後,上行形の基本の指導をした.しかし4年生はまだできそうになかったので,下行形
の練習を続けた.先週よりだいぶ上手になっていてうれしかつた.指使いもだいぶできるようになっていたし,もつと低い音
も出せるようになっていた.6年生はどんどん積極的に高い音の練習をしていた.指導の成果が表れつつある.今後もこの練
習を続けていきたい.

6/6 フルート 今日は簡単に基礎練習をした後,合奏のための曲の練習を行った.構成や,もっていき方など,いつもよりやや専門的なことを教えた.しかし4年生がついてこれないようだったため,基礎練習にもどし,4年生にしっかりもう一度指使いなどを教え
た.能力の差のある子どもたちがいるグル-プの中で同じことを教えなければいけないというのは難しいと強く感じた.

C≡ 5/16 合唱全体 自分が予想 していた以上に児童の歌のレベルが高 く驚いた,先生の指導を見学させていただく中で,児童に対する工夫やねら

いを多く発見できてすごく勉強になった.児童が少しでもスキルアップできるよう手助けを頑張りたい.

5/23 合唱全体 指導前はパート練習の際に相を数えず,休符や休符後の始めの音の入り方があやふやな状態であったが,泊を数えながら入る
ことや休符の感じ方について指導 した結果,速くなってしまう傾向も見られなくなったし,休符もしっかり感じられるように
なった.今後は,ピアノを用いて正確な音程を身に付けさせたい.児童は,ちょっとした事をアドバイスしたしただけで素直
に受け取り,応えようとする.私は指導することに対して少し遠慮してしまっている所があるので,積極的に指導したい.

5/30 メゾ 指導前は半音や離れた音などを歌うと不安定な状態であったが,ピアノで正確な音程を聴いてもらったり,一緒に歌ったりし
た結果,パートだけの練習では効果が見られるようになったーしかしノ全体練習では正確な音程で歌うことはやはり難しいよう

アルト だった.今後の課題は,より正確な音で歌うことであり,メロディと歌詞との関連も身に付けさせたい.先週よりも明らかに
上手になっていて,吸収が早いなと思った.児童とのコミュニケーションが前よりもよく取れて良かつたと思う.

6/6 ソプラノ グループ練習をしたが,うまく響いていなかつたため,お互いの声を聞くようにと指導した結果,逆に声があまり出なくなつメゾ てしまった.しかし,前よりも正確な音程でよく歌えているように思った.毎回,来校するたびに上達 していく児童をみて,
アルト すごく感心し,児童の合唱に対しての熱い思いを感じた.自分の意図を相手に伝えることの難しさを今E]改めて感じた,

D 5/16 サックス 指導前は音階の一つ一つをただ吹くだけであったが,2音ずつのまとまりで吹けるようになった.音階を全てまとまりで吹ける

ようになるには運指をきちんと覚えること, しっかりと息を吸ってから楽器を吹くことなどが必用であるので,次回は息の使
い方について指導したい.小学生を相手にどこまで教えるべきかが難しい.小4の女の子にバリトンサックスは難しいのでは.

5/23 サックス 先週,音階の指導をしたバリトンサックス担当の子供に進歩がみられた,先週は音の一つ一つしか吹けていなかつたが,今日はちゃんとまとまりとして吹けるようになっていた.低音も先週より吹けるようになっていた. トトロの速い部分のタンギング
と指の動きが合っておらず,テンポを落として練習させたが,小学生はどうしてもインテンポでやりたがって指導に苦労した.

5/30 サックス 配られたばかりのPopStarの譜読みの手伝いをした.児童はサどの部分しかわからないと言っていたので,1フレーズずつ区切って吹いてみせると,難しいリズムなどが含まれているにもかかわらず,すぐ真似をして吹いていたので,すごいと思つ
た,小学生は吸収が早い.言えばすぐに良くなる子どもたちなのでやりやすかつた.

6/6 サックス 4週連続で初心者のバ リトンサックスの子供を指導してきたが,最初の頃とは比べられないぐらい吹けるようになった.バリ
トンサックスは低音を出すのが難 しいが,最初の頃よりも出せるようになったし,ス-ザのマーチもみんなと一緒に吹けるよ
うになった.小学生に楽器の吹き方を教えるのは,最初は緊張し,戸惑うこともあったけれど,一生懸命練習する姿や,うま
くなっていく姿にとても感動 した.

E 5/16 打楽器 簡単なリズムは出来ていたが,少し複雑なリズムが出てくると拍が数えられなくなり,途中で止まってしまうという状態だった.

そこで,分かりやすくするために言責をあてはめたところ,子供も興味がわいたようで,進んで新しいリズムに取り組むよう
になった.今後は言葉を出さずにリズムが体でわかるようにすることが課題である.打楽器を演奏するのは中学校以来だった
ので,自分自身が出来るのか,また出来たとしても指導ができるのか,とても心配だった.しかし,自分が教えてもらったとき
のことを思い出し,恩つたよりもスムーズに進めることができた.また素直な子供たちで,人数が少なかつたこともうまく出来
た理由の一つである.本来4人のパートだと聞いたので,次からはそれぞれにどう指導していくのかがポイントになると思う.

5/23 打楽器 はじめに二人で合わせて演奏 してもらつたが,二人ともスネアのリズムが唾味な所があった.つまずいたところを取り出して
練習した後,-イ-ツトも合わせて叩かせたところ,出来るようになった.出来ていても通すと出来なくなるところがあり,
印を付けて集中して練習することを促がすと,自主的に出来ない場所に印を付けるようになった.教え方が一般的なものしか
思いつかなく,集中練習-通しという,普通の流れしかできなかったことがとても心残りだった.次回はリズムはもちろんだ
が,音に関しても少しずつ言えるようにしたい.

5/30 打楽器 初心者で楽譜の読み方や繰り返しの順番を教えると,すぐに理解出来ていた.打楽器だけの技術を磨くより,音楽的な基礎を
教えていけたらと思う. ドラムの曲をもたされたのが初めてだったようで,手本なしでは難 しい部分も多くあった.しかし飲
み込みが早 く,とても教えやすかつた.今匝=まドラムセットを使って教えることが出来たので,児童も分かりやすかつたので
はないかと思う.いつもの練習の手助けだけではなく,今回は楽譜の読み方を教えることが出来て,力になれたと思った.

6/6 打楽器 初心者の子供がいたので,サスペンド.シンバルの使い方を教えた.見本を見せたり,一緒に打つタイミングなどを練習した

りするうちに使い方を覚えてくれた.またロ-ルについては,ロ-ルの基本的な打ち方を全員で練習 し,楽曲の中で現れる譜
例とも合わせてさらい,ある程度出来るようになった.しかし,初心者の子供のロールは不安定で,構えや姿勢など基礎的な
ことから教えなくてはならないと思った.初心者と慣れている児童がいて,同時にどう教えればよいのかということに悩んだ.
初心者の子供に最初手をかけていたが,その間に他のメンバーにどう指示をすればよいのかが分からなかった.また初心者の
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月日 L パ-ト 指導内容,児童の変容,感想等

F 5/16 全体 ソプラノ担当の子供たちの演奏は表情の変化に乏 しく,積極的に伝えるという思いが見えにくかつた.苦は正確に取れている

ようなので,周りとプレスを揃えて歌うことなどを教えていきたい.全国大会に出場しただけあって,専門的な内容の指導を
受けていた.

5/23 メゾ 中音域でも響きを意識するように指導 した.少し出来るようにはなっていたが,まだ身に付いてはいない.マユを しげるような表情などが無意識に出来るようになれば歌いやすくなるだろう.曲中の半音の部分が難しいので,自分なりに練習して次回
の指導に臨みたい.

5/30 メゾアルトとソプラノ 全体に力んだ感 じだったので, リラックスすることにより高音などが出やすくなるよう指導 した.ソプラノとアルトの音取り

では,アル トは自信を持って歌えていたが,ソプラノは主力メンバーが欠席で,自信無げに演奏していた.音取りを徹底すれ
ば自信を持って歌うことが出来るのではと思う,指導の際にアル トとソプラノの両パートを弾くことができなかった.また,
高音を力まずに出す方法をうまく説明できなかった.次回の課題である.

6//6 ソプラノ メゾソプラノは,まだ他のパートにつられてしまっていた.自信を持って歌うためにも音取りをたくさんしなくてはならない.
メゾ こちらで考えていることがあってもどのように話してよいか分からなかった.指導の言葉は重要である.

G5/16 ホルン 楽曲練習でリズムが唆味なところがあったか,1人ずつ確認 した結果,よくなった.どの児童も楽曲練習には積極的に取り組

むが,構え方など,基礎的なことに課題がある.楽曲練習の楽しさと両立させながら有意義な指導をしたい.

5/23 ､ 構えと姿勢について指導した.反復練習 した結果,大体は身に付いたと思う.今回は事前に勉強していったので,自信を持つ
ホノレン て指導することができた.そうする理由を合わせて指導するようにした.子供たちも慣れ,固い雰囲気がなくなってきた.

5/30 ホノレン 初心者の子供に低音から高音-の吹き方を教えるために口の形,息の入れ方,マウスピースでの練習方法などを指導した.莱曲練習の際にリズムが違っているところがあつたが,再三の指摘にもかかわらず改善されなかった.全体に基礎練習をする際
には興味を示してくれず,楽曲練習では生き生きとしていた.バランスのとれた練習になるよう配慮する必要がある.

6/6 初心者の子供は格段の進歩で,もつと高度な内容を教えていかなくてはと思った.ある程度吹ける子供にはよく苦を聴きながホノレン ら合わせるように指導 した.自分白身がセクション練習や合奏に参加することで,みんなで音に関わる楽 しさを思い出した.

授業観察は,小中学校ともに教職経験15年から20

年のベテラン教員の授業を観察することができた.

いずれの学校においても,日ごろの細やかな指導の

成果がうかがえる児童生徒たちの様子と,情熱的で

指導力あふれる教員の姿,また豊富な経験に裏打ち

された指導と評価等,学内における授業だけでは学
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ぶことのできない体験をしたものと思われる.

音楽鑑賞教室の企画は,｢学校の授業では味わう

ことのできない,音や音楽との新鮮な出会い,感動

の体験｣という基本コンセプトに基づき,(丑音楽の

楽しさやよさを味わわせる,②文化の継承として伝

えるべきものを伝える,③音楽のしくみや楽曲の背

景を理解させる,④演奏者自身の持ち味や特技を生

かす,⑤ソロやアンサンブルなどの演奏形態を工夫

する,⑥プログラムや解説資料,映像など,音や楽

曲以外の教材教具の作成と工夫,という六っの計画

の視点を設けて準備を行った.

その結果,ピアノ連弾 《ルパン三世のテーマ》,

ピアノ独奏版 (リスト編)《魔王》, トーン･チャイ

ム合奏 《主よ,人の望みの喜びよ》,合唱 《Hall

HolyQueen》,全体合唱 《Believe》というプログ

ラムが決定された.これらは,学内における実技系

の授業内容を通して身に付けた技能と理論系の授業

内容を通して培われた知識,能力を統合して用いる

場となった.

2.5 授業後の学生の変容

リフレクション･シート (表 2)の事後の欄に示

されているように,この取組みを通して参加学生は

充実感を味わったことがわかる.実技の向上を主眼

とした授業と教育実践的授業の有機的な関連によっ

ての ｢知｣と ｢体験｣の再構築の試みの成果は一定

程度確認されたものと思われる.しかし,専門職と

しての音楽科教員養成に資するためには,成果と課

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

Akita University



表2 -学生のリフレクション･シートー(○成果,●課題)
事 前 事 中 事 後

○限られた時間の中で,臨機応変に準備や練習 ○同じ内容の演奏を同日に3回行うのも,合間 ○無事に終了してよかつた.
計画をし,皆がそれぞれ動いていた.余裕はな に授業観察をするのも得がたい経験だった.演 ●演奏や授業観察について,終了後の早い時期
かつたが,何とかなったのは皆の力だと思う. 奏は,特にト-ンチャイムが集中力のある演奏 に意見交換などする場が必要だった,
●合唱の書取りを早いうちからしっかりとやる が出来たと思う.出来不出来にかかわらず楽し
A べきだった.自分の連弾は調子が悪く演奏内容 んで取り組めたことが何よりの収穫だった.揺
も思わしくなかった,全体では最終的にどの程 業観察によって先生と子供のつながり,対応中

度まで仕上げるのか見通しが立たなかった. 在り方を学んだ.●演奏が技術をこなすのに精一杯で中身の乏しいものになっていた.

○選曲は順調だった.それぞれ積極的に意見を ○当日は遅刻者もなく,計画どおりの出発,到 ○鑑賞教室も良い経験となったが,それ以上に
出し合っていた. 着でよいスタートとなった.百人はどの児童生 授業観察が為になった.生の授業を見る貴重な
●役割分担をしたが忙しい人と楽な人が出てし 徒の前で演奏することは緊張もあり大変だった 機会であり,授業の進め方,児童生徒への対応

B 芸霊 宝 警禁 詫 農 芸誓 讐 禁17i=,=P黒 ,_讐 禁 と怠諾 票差孟妄諸 賢TL言.L､き 豊 苦,6こ慧栗石謹 蒜 議 謂 警芙禁 完妄fLi
FfR=5.は讐 妄琵琶岩票 .0品琵宗吾墓芸妄慧雷管は 孟誌 ,D窒歪を昌遠詣 品詣 畠書芸三警 孟左.{S荒業誓芸警 告賢 覧票,さ完fo=孟言望
ことである程度補えたが,時間の余裕があれば を痛感した. 得るものが多く,充実した授業であった.この
よりよい仕上がりになっていたと思う. 体験を自分のものに出来るよう頑張りたい.

○選曲は授業時間内の話し合いで決めることが ○鑑賞教室は聴いた生徒たちに楽しんでもらえ ○撤収作業が早く出来,事故も無く終われた事

出来た.また楽譜の手配など,事前準備は余裕 たようなので,取り組んだ甲斐があった.基本 がうれしい.母校で演奏できたことは何よりのをもつて出来た.練習も開始時に練習計画を確 のコンセプトや異体的な視点に沿った選曲で, 思い出となった.C認して臨むなど,計画的に進められたと思う. プログラムのバランスもよかつたと思う. ●全員で反省する機会を設けるべきだった,前
●話し合いが脱線することが多く,効率的では●2日目は前日の疲れもあり演奏に疲れがみら 日の夜にはしゃぎ過ぎて次の日に疲れをみせて
なかった.全員の予定に合わせた練習日程の謂 れた.合唱の選曲が自分たちの技術の程度より しまった,
整が難しかつた. も高かつたのではないか.

○全員で意見交換しながら選曲できた.なかな ○8人で協力してピアノの演奏やトーンチャイ ○練習や準備など,夏休み中の取り組みは大変

日 .前日の夜更かしは禁物である.

儲 警禁 監買,く望報 償 警呈管等 慧 萎重苦蓋蓋冨誓言蓋蓋三軍,e孟真幸写重量≡嘩 軍 課 ㌫ 誤 認 震菱;Lt薫恵芸t警 ㌍ 警 票.く,やや集中力に1

諾 警 干宗 認 諾 警語 ら莞聖.o雷雲宏 冨誉oL宣誓 誓言孟孟妄蛋芸孟夏.し岩岩聖霊雲保 三言孟三㌢ 墓三吉孟宗碧雲嘉男是,こ孟宗聖欄 言質胃旨警 に取｡組んだ.

○スムーズに話し合いが進んだ.楽譜の入手, ○八森中では授業の組み立てに隙がなく,生徒 ○この取り組みを適して,一人では味わえない楽器の準備も早く,楽しく練習できた. の集中力を高めることが上達につながることを 他者と合わせる音楽の喜びを味わうことが出来

題を精査し,一層の内容の改善を図っていくことが

必要である.今後は学生の声も含めた様々な反省点

や課題を確認し,この取り組みを継続していきたい.

3. ｢ゲーミングシミュレーション型授業｣による

知と体験の新たな構築

3.1 ｢総合演習｣の授業における ｢西馬音内の盆踊

り｣の学習

中 ･中学校においては ｢郷土の音楽や芸能｣の指

導が重要視されるようになってきているが,実技を

通して郷土の芸能を指導することのできる教員がは

第30号 2008年

とんどいないため,授業で取り上げる際には,映像

資料や解説書等に基づいて指導せざるをえないとい

うのが実情である.しかし,身体を通した学習を経

ない場合,郷土の音楽や芸能に対して表面的な理解

に止まり,また価値意識も形成されず,むしろ逆効

果になることもあるのではないかと考えられる.

そこで,本学の教育文化学部の学生を対象に開講

されている ｢総合演習｣の分科会で,実際に踊れる

ようになることを目的に,国の重要無形民俗文化財

に指定されている秋田県羽後町の ｢西馬昔内盆踊り｣

を取り上げた. しかし,担当者自身,｢西馬音内盆
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踊り｣を指導することができず,また受講生が西周

音内に行って盆踊りの担い手から直接指導を受ける

ことも現実には難 しいので,平成18年度の ｢特色

GP｣によって予算を獲得し,｢西馬音内盆踊保存会｣

を通して会員を実地指導講師として大学に派遣して

もらった.受講生は文化の担い手の指導により盆踊

りを実地に体験し,また,指導の合間に ｢西馬音内

盆踊り｣についての指導者の体験談を聞くことがで

きたが,この項では,それを元に身体を通した学習

の効果,及び地域の芸能の担い手による指導の効果

を検証する.

西馬音内盆踊りは ｢音頭｣と ｢がんけ｣の2種類

の曲から成り,また,踊り方も ｢音頭 1｣と ｢音頭

2｣,｢がんけ1｣と ｢がんけ2｣というように,計4
種類の踊り方があるが,踊りの難易度,及び時間の

制約から,授業では ｢音頭 1｣と ｢音頭2｣の指導
を行い,また,実地指導講師の指導を受ける前に,

NHK制作の独習用のビデオを使って踊りのおよそ

の振りを把握するようにした.なお,分科会での活

動は以下の通りで,③と⑤が平成18年度の ｢特色

GP｣の予算によるものである.

①18年11月9日:盆踊りの解説,ビデオの視聴,

独習用の教材ビデオによる学習

②18年11月30日:独習用の教材ビデオによる学習

③18年12月7日:実地講師による指導

④18年12月14日:前週の指導を撮影したビデオの

視聴 (注意点のチェック)

⑤18年12月21日:実地指導講師による指導

⑥19年1月10日:着付けの体験,及び実地指導講

師による指導

3.2 学習効果の検証一質問紙調査の結果から

最初の分科会で ｢西馬音内の盆踊り｣のビデオを

12人の学生に見せた後,7段階の強さの尺度による

質問紙調査 (4が中央値)を行い,また全ての活動

が終了し,盆踊りを踊れるようになった時点でも同

じ内容の質問紙調査を行い,両者を比較した.

盆踊りの学習前と学習後の両方において平均点が

高かったのは ｢日本的な踊りである｣(学習前6.64

点,学習後6.64点),｢美しい踊りである｣(学習前
6.36点,学習後6.73点),｢繊細な踊りである｣(学
習前6.36点,学習後6.55点)｢上品な踊りである｣

(学習前6.27点,学習後6.27点)｢印象的な踊りであ

る｣(学習前6.00,学習後6.45)という質問項目で

T=

あった.

また,学習前と学習後の平均点の差が大きかった

質問項目は以下の通りである.

･｢静的な踊りですか,それとも動的な踊りです
か｣(｢非常に静的｣が1点,｢非常に動的｣が

7点,｢どちらでもない｣が4点,以下同様)
学習前2.64点 - 学習後4.36点

･｢冗長な動きですか,それともメリ-リのある
動きですか｣

学習前2.64点 - 学習後4.36点

･｢踊りに乗りの良さを感じますか｣
学習前4.45点 - 学習後5.27点

･｢動きが小さいですか,それとも大きいですか｣

学習前4,09点 - 学習後5.00点

･｢遅い動きですか,それとも速い動きですか｣
学習前3.09点 - 学習後3.91点

学習前と学習後の平均点の差が大きい質問は,棉

りの動きに関する内容であり,受講生は実地に盆踊

りを学習することによって,身体感覚を通して踊り

を捉えることができるようになり,学習結果が強化

されたように思われる.また,盆踊りに対する価値

意識についても,｢将来,先生になった時に,西馬
音内の盆踊りを子どもに教えたいですか｣という質

問に対して,平均点が4.91点から6.00点に上がって

おり,身体を通した学習後には,郷土芸能に対する

価値意識も併せて形成されたのではないだろうか.

3.3 授業に対する学生の感想

実際に踊ることによって盆踊りを学習したこと,

及び保存会会員による指導についての受講生の感想

も全員,肯定的なものであり,以下のような感想が

寄せられた.

･｢見たことのない踊りだったので,すごく楽しかっ
た.感じて,メリ-リをつけて踊ることで,自分

も楽しくなるのだと分かった.西馬音内について

の歴史を調べる機会がなかったので,調べてみた

いと思った｣.

･｢同じ秋田県に住んでいながら,羽後町に国指定
重要無形文化財の盆踊りがあるということを,こ

の分科会を通して初めて知りました.映像を見た

り,実際に踊りを教えてもらったりすることで,

西馬音内盆踊りの良さを体全体で感じることがで
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きました.とても楽しかったです｣.

･｢映像を見て簡単そうに思っていたが,実際に踊っ

てみると,踊るのが非常に難しいと思った.しか

し,練習を重ねていくうちに徐々に踊れるように

なってきて楽しかった.今回,この分科会を受講

して,盆踊りというものは非常に奥の深いものだ

と感じた.やはり,長年受け継がれてきた伝統の

重みがあると思った｣.

･｢知ってはいたけれど,今まで触れることのなかっ

た秋田の郷土文化に触れることができた.そして,

楽しさと新たな興味を持っことができた.初めは

踊りが難しく見えたけど,実際に保存会会員の方

に教えていただくと踊りが理解でき,『楽 しい』
と思えるようになった.また,西馬音内盆踊りに

まつわるエピソードなどもとても興味深いもので

あった｣.

･｢初めて伝承者の方に直接,教えて頂いた日に,

ビデオを見て練習するのとは踊りが身に付 く速さ

が全然,違うと感 じた.『総合的な学習の時間』

で郷土について学んだり,その他,見学が可能な

学習テーマの場合には,直接,専門の方に話を聞

いたり手ほどきを受けると良いと思った｣.

3.4 郷土芸能の担い手による身体を通 した学習の

効果

郷土の芸能の学習においては,映像資料を中心と

した学習では,当該芸能に対して漠然とした印象を

持っに止まり,場合によっては ｢田舎風である｣

｢年寄りの世代の古い芸能である｣といった否定的

なイメージを形成することもある.しかし,身体を

通した西馬音内の盆踊りの学習後は,美的な面と価

値観とが結びっき,踊りの美的側面を基準として,

新しく価値観が形成されるのではないかと考えられ

る.また,学習前と学習後の質問紙への回答の比較

からは,身体を通した学習後は動きを一連の流れと

して見るようになり,その中にメリハリ,問,律動

などを感じるようになり,自分の身体に照らし合わ

せて動きを測るようになったとも言える,

空間と時間を統合することが難しいという理由か

ら,未経験者が映像のみによって盆踊りの動きを再

現することは難 しく,受講生も実地講師の指導を受

ける前には,複雑な動きを真似することが出来なかっ

たようである.また,重心の位置や体の向き,指の

形など,体の細かな動きには目が届かず,実地講師
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に習って初めて分かったことが多い.

実地講師の指導を受け,身体を通して学習するこ

とによって,郷土の芸能に対する意識構造が初めて

組み替えられたのではないだろうか.

4. おわりに

本稿では,音楽科教員養成における知と体験の新

たな構築の試みとして,学外における部活動指導体

験や音楽鑑賞教室を取り入れたフィールドインター

シップ型授業及び学内における盆踊りの実技体験を

中心にしたゲーミングシミュレーション型授業の実

践の一端を紹介した.

冒頭でも指摘したとおり,音楽科教員養成におい

ては,日本における西洋音楽摂取,またそれに伴う

音楽教育特有の歴史的背景に端を発する問題がある.

すなわち,西洋という狭い地域の音楽を重視して取

り扱い,その技能を磨くことが音楽科教員養成にお

ける中核とされていることである.

そのため,筆者らは,本実践で試みたフィール ド

インターシップ型授業及びゲーミングシミュレーショ

ン型授業による,知識と体験の一体化,またその結

果としての問題解決能力や主体性育成の試みが,前

述の音楽科教員養成における問題の解決に資するも

のとして取り組んだ.すなわち,これまでの実技の

向上を主眼とした取組みと教育実践的授業の有機的

な関連を図ることによって ｢知｣と ｢体験｣の再構

築が促がされ,それによって専門職としての音楽科

教員養成に資することができると考えたのである.

学生の変容からは,この取組みの成果が認められ

たものの,冒頭で述べた中央教育審議会答申で述べ

られている,教員養成の問題や音楽科教員養成の諸

課題の解決に多少なりとも応えていくためには,ま

ずは更なる試行錯誤が必要であろう.

その第 1として,量的な充実を図りたい.教育実

地研究は廃止され,学外実習を取り入れた内容は音

楽科教育学演習へと引き継ぐが,2学年と3学年の

2年間に渡って取り組むカリキュラムとする.また,

桂の実技体験を中心にした授業内容は,日本音楽指

導法等で取り組んでいく.

第2には,実技系教員との連携による取組みとし

ていきたい.授業間の有機的な関連を図って行くた

めにも,複数の教員が連携することが望ましい.ま

た,実技系教員が授業研究や部活動指導体験に参加

することによって,教員養成についての課題意識の
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共有化が図られるものと思われる.さらには,冒頭

で述べた我が国の音楽教育に特有の問題を解決する

糸口ともなることが期待できるのではなかろうか.

学校教育における子どもと学びのかかわりが見直

されているのと同様に,教員養成においても学生と

学びのかかわりが問い直されなくてはならないであ

ろう,そのためには,｢知｣と ｢体験｣,｢理論｣と

｢実践｣を統合 して用いる場の設定を,まずは量的

に充実させ,その実践の成果を検証 ･報告すること

によって音楽科教員養成研究の質的な改善に貢献し

ていきたい.
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Summary

Oneofthelong-standingproblemsforuniver-

sltypre-Serviceteachertrainingcourseslnmusic

hasbeenhow tobrldgebetweentheoryand

practice,SopartlClpantsmaydevelopprofessional

competence.Thepresentpaperreportsonan

attempttosolvethistypeofproblembyemploy-

ingtheapproachesexpoundedbythenotlOnSOf

field-internshipandgamlngSlmulationaseduca-

tlOnalpracticum.Bothapproacheshavebeen

acceptedbytheJapaneseMinistryofEducation

asGoodPractice(GP)ortheDistinctiveEduca-

tionalActivltyprogram duringtheyearsfrom

2003to2006.Field-internshipisthetermcoined

bycombiningtwowordsfieldworkandintern-

shlp,meaning a typeofpracticeby whlCh
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studentsreceiveanon-the-jobtrainingoutside

university.Bysodoing,itisexpectedthatthey

wouldmakeuseofltaSaChancetoputtheir

knowledgeintopractice.ItwasfurtheranticL

patedthatsuchexperiencesofthestudentswould

bereturnedtothecommunity.Gamingsimula-

tionistheinstructionalmethodthatisintended

tohelpstudentsexperienceahand-Onjobina

slmulatedclassroomsetting,wherebytheymay

acquireatypeofskillthatwillreadilybeusable

inauthenticsituations.FollowlngtheprlnClple

ofthesetwo methods,thepresentauthors

conductedpre-serviceteachertrainingcoursesin

musIC.Onewasconcernedwithextra-curricular
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activltiesand musicappreciation coursesas

partofcommunityservice,whiletheotherwas

theteachingofaJapanesetraditionaldance

calledNishlmOnaiBonfestivaldance.Thepaper

providesdetailedaccountsoftheprocessof

carryingoutthecourses.Thestudyconcludes

withseveralsuggestlOnSforthefuturestudy.

KeyWords:TeacherTrainingCoursesinMusic,

Field-InternshipCourses,Gaming-

SimulationCourses

(RecelVedJanuary28,2008)
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